
   

     Ｃタップ方式　バンドパス・フィルタ－　　　　ＣＹＴＥＣ　　２０１６／０４

２ポ－ル・タイプのバンドバス・フィルタ－（以下ＢＰＦ）には、入出力部にコンデンサ－のＣ分割（Ｃタップ）
を使用した物が有ります。

　　回路は、左の図のようになります。
　　この場合、Ｃ２のキャパシタンスを、使用する
　　周波数において、５０オ－ムになるように値
　　を選ぶと、入出力端子が５０オ－ムにマッチ
　　ング出来ます。
　　全体の同調は、Ｃ１＋ＴＣと、Ｃ２の直列容量
　　で行います。
　　コイルにタップが出せない場合などに、使用
　　されたりしましたが、最近は使用例を見なく
　　なりましたが、知っておいても良い方式だと
　　思います。

左図が、各ハムバンドにおける、Ｃタップ型
ＢＰＦの、定数になります。
入出力端子は、５０オ－ムとなります。

今回の定数は、全バンドで特性を実測して
いません。しかし、次に掲載してある特性に
近い特性にはなると思います。

　　（１）７ＭＨｚ帯ＢＰＦ

　　　７ＭＨｚ
　　　Ｌ＝４．７ｕＨ（ア－キシャル型
　　　　　　　　　　　　チョ－クコイル）
　　　Ｃ１＝１２０ｐＦ＋ＴＣ（４０ｐＦ）
　　　Ｃ２＝４７０ｐＦ
　　　Ｃｃ＝１５ｐＦ

　　　損失＝－２．３ｄＢ
　　　帯域＝１．４ＭＨｚ
　　　（参考値）



  （２）１４ＭＨｚ帯ＢＰＦ

　　　１４ＭＨｚ
　　　Ｌ＝２．２ｕＨ（ア－キシャル型
　　　　　　　　　　　　チョ－クコイル）
　　　Ｃ１＝４７ｐＦ＋ＴＣ（４０ｐＦ）
　　　Ｃ２＝２２０ｐＦ
　　　Ｃｃ＝４ｐＦ

　　　損失＝－２．０ｄＢ
　　　帯域＝１．４ＭＨｚ
　　　（参考値）

　（３）２１ＭＨｚ帯ＢＰＦ

　　　２１ＭＨｚ
　　　Ｌ＝１．５ｕＨ（ア－キシャル型
　　　　　　　　　　　　チョ－クコイル）
　　　Ｃ１＝２２ｐＦ＋ＴＣ（４０ｐＦ）
　　　Ｃ２＝１５０ｐＦ
　　　Ｃｃ＝３ｐＦ

　　　損失＝－１．８ｄＢ
　　　帯域＝１．９５ＭＨｚ
　　　（参考値）



次に、使用するコイルの違いによって、ＢＰＦの特性がどの程度変化するかを、見てみました。
コイルとしては、
　（１）ア－キシャル型チョ－クコイル
　（２）トロイダルコア－使用コイル

２１ＭＨｚ帯　Ｃタップ型ＢＰＦ

　　（１）ア－キシャル型チョ－クコイル使用　　　　　　　　　　　　（２）トロイダルコア－を使ったコイル使用

上記の特性を比べると、ほぼ同じ特性といえます。トロイダルコア－使用の方が、多少損失が少ないようです。
ア－キシャル型チョ－クコイルの方が、コイルを巻く手間が無く、使いやすいと思います。

ＢＰＦとしての特性は、それほど良くは有りませんが、受信機のトップや、ちょっとスプリアスを落とすなどの場合に、
十分使えると思います。今回は、５０オ－ムでのマッチングで製作しましたが、Ｃ２の値を変えることで、他のインピ－
ダンスにマッチングさせることが出来ます。
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